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論文内容要旨
 1)目的
 二足歩行は・人間に与えられた極めて複雑で基本的な位置移動様式で,日常生活上非常に重要
 な機能である。それ故整形外科領域での四肢体幹異常,とくに下肢疾患に伴う機能障害の評価や,
 そのreconstructionの効果判定における歩行の分折は重要な意味があり,とりわけ歩行の形態
 描写は,客観的な評価の上からもその意義は大きい。従来歩行の形態分析には,バゾグラム,マ
 ルチフラッシュストロボグラム・ビデオ装置などの方法が行なわれてきたが,いずれも一長一
 短があり,特に正面像写真撮影法は写真技術の上から臨床的応用が難しいとされている。著者は
 従来教室で行なわれてきた側面撮影用装置を改良して,実験室内での正面像撮影を可能とし,正
 面像と側面像の同時撮影装置を製作した。この装置を使用して身体各部の上下,左右,前後動に
 ついて計測し,正常人自由歩行における体幹の正面像の特徴と歩行中の非周期性の小動揺につい
 て検討した。
 2)研究方法
 カメラにはブラウン管オシロスコープ波形記録用カメラ,colltinuousrecorder二台を
 使用した。正面カメラには望遠レンズ(F135㎜)を,側面用カメラには広角レンズ(F35
 ㎜)を装着し,シャッターには厚紙で直径38㎝・重さ約1009の円盤を作り,円盤の遠位部
 に巾4㎜長さ40伽の扇形スリットを1個切った。そのスリットをカメラレンズに合わせ,円盤
 をモーターで1抄20回の速度で回転させた。充填フイルムにはASA300,100フィート
 を用い・正面用カメラで1秒20㎝!・側面用カメラで1秒10αηの速さでフイルムを流した。こ
 の際・円盤のスリット部での速度は1秒2,390㎝で,1回の露光時間は,約0、001秒であり,
 この間フイルム送りの方向に正面像でO、2r㎜,側面像で0.1㈱流れる。撮影の付属装置としてビ
 ジコーダーを用いて両側円盤の回転数と,踵部,足先部の離接床時間を撮影と同時に記録した。
 被検者は健康成人男子20名・任意の速度で腕振り自由歩行をさせ,1例につき反復5回の撮影を
 行なった。その内2～3歩について1回づつ計測し,さらに計測誤差を検討するために10例の
 各々1歩について3回計測をも行なった。計測点は鼻先部,両側肩峰,両側前上腸骨棘,両側
 脛骨粗面直上で,正面像から上下,左右動,側面像から前後,上下動をサンプリングし,視差補
 正を行なって実長化し,直角立体座標軸XYZの運動としてとらえた。ビジコーダーから足底の
 離接床時間をとり,影像の位相と対比させさらにシャッター数をチェックした。
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 3)結果
 体幹の1歩間の移動距離は平均1,220㎝で,1歩時間は平均i,20秒であった。歩行中,体
 幹は上下、左右,前後に周期的運動をしており,前後動上下動は2周期性であるが左右動につ
 いては,1周期性の左右動揺がみられる。正面像による左右動についてのべると,その最大動揺
 巾は・鼻先部で平均34㎜・肩峰部で平均37皿m,上前腸骨棘で・F均38耽加,膝部で平均2g㎜
 である。また,片脚支持期における外側移動のピークの位置についてみると,鼻先部と肩峰は膝
 部の体重支持期におこる小さな外側移動の位相と一致しているが,前上腸骨練の外側移動は些1,{先
 部と肩峰の外側移動ピークより遅れた位相にあり,1歩を100彩とすると鼻先部と肩峰部が平
 均26%の位相にあるのに対して,前上腸骨棘は,平均34彫の位相にある。1歩中の上下,ノ,i
 右・前陳の周期性運動のなかに微細な非周期性の揺れが多数例に観察され,その発現位相は1歩
 巾の片脚支持期の前半で,先足部着床直後と踵離床前後の位相にみられ,i歩中四部分に観察さ
 れた。
 魂)結語
 歩行中の形態分折を行なうため正面,側面同時記録撮影装置を製作した。正面像撮影は狭い実
 験室内では困難とされているが,障害因子である像が重なる点については、i秒20cη」のフイル
 ム送りと円盤シャッターの高速化,そして増感現像により解決した。また短い距離からの撮影条
 件に対して進行方向正面に薄身大の鏡をおき,撮影躍離を延長し,さらに望遠レンズを使用した。
 歩行中の1歩距離・速度・上下・左右動については,飯野のバゾグラムによりすでに一連の報告
 がなされている。正面像分析では,片脚支持期において,鼻先,肩峰,膝部の外方移動が,同一
 位相にあるのに対して骨盤部の外方移動が遅れている。これは体幹下肢の外方移動を骨盤部が制
 御し,次に起こる反対側移動を円滑に行なう水平面での体重移動機構の形態的変化ではないかと
 考えられる。本装置の画像の鮮明度から明確に言い切れないが,従来報告されてきた周期的動揺
 の中に非周期性小動揺があると思われ,前進駆動のくりかえし運動の中で,歩行を円滑に行なう
 ための合目的な小動揺であろうと推察した。
5
 審査結果の要旨
 東北大学整形外科教室においては,従来バゾグラムないしストロボグラムにより歩行の形態学
 的観察を行なってきた。これらの方法は歩行時における左右動,すなわち横ゆれの状態の描写が
 不精確で,その分析が煩雑であるという弱点があった。著者は歩行時の横ゆれを正面からの撮影
 でより明瞭にとらえるべく,飯野式バゾグラムの装置の改良をし,正面,側面同時記録装置を製
 作した。この装置製作にはかなりの努力が払われた。なお歩行時の正面像撮影は狭い実験室内で
 行なうと像が重なり,不明瞭となるが,これは1秒20㎝のフィルムを送り,円盤シャッターの
 高速化,増感現像などで解決している。
 暑者は製作した装置で歩行の状態を描写し,歩行時の前後動,上下動,左右動などについて分
 析を行なっている。分析の結果をみると,前後動では肩峰の軌跡,また上下動では脛骨粗面の軌
 跡の形態が従来のバゾグラムと異なっていることを見出した。著者は前者がバゾグラムが腕組み
 歩行で観察しているのlq対し,本法では自由歩行で観察していることにより,後者が接床時の衝
 撃を緩衝するための小変化に起因するものと考えている。
 従来のバゾグラムでは精しく観察されていない左右動についてみると,片脚支持期において鼻
 先,肩峰,縢部の外方移動が同一位相にあるのに対し,骨盤部の外方移動の遅れを認めている。
 著者はこの現象を体幹下肢の外方移動を骨盤部が制御し,次におくる反対側移動を円滑に行なう
 水平面での体重移動機構の反映と見倣している。
 前後動,上下動,左右動のいずれにおいても大きな周期的動揺の中に非周期性の小動揺を認め
 た。これは画像の鮮明度から明らカ・ににはいい難い面もあるが,従来観察されていない知見では
 ある。
 従来狭い空間においては鮮明な像をうることが難かしかった歩行時の正面像を撮れるよう装置
 を開発したこと,またこの装置によりえた像の分析から従来教室で行なっていた六ゾグラムより
 細かい変化を見出しうる可能性を示したことは歩行の形態学的観察の進歩に貢献しているものと
 思われ,学位に該当す・るものと認めた。
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